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《展覧会概要》

作品が収蔵されるとき、その一つひとつにはそれぞれの物語があります。それは「いつ」「どこで」

「誰が」「何を」「なぜ」「どのように」手に入れたのか―住友コレクションは、中国古代青銅器をはじ

め、中国・日本書画、西洋絵画、近代陶磁器、茶道具、文房具、さらには能面・能装束など幅広い領域に

わたりますが、その多くは、現在の住友グループの礎を築いた住友家第15代当主・住友吉左衞門友純（と

もいと）（号 : 春翠、1864～1926）によって明治中頃から大正時代にかけて買い求められたものです。

須磨別邸に訪れた洋画家・小杉未醒（みせい）は、春翠の印象について「富豪は二重の人格を持つ、一つ

は富豪其人の人格、一は其の家の人格」と述べています。春翠が手に入れた作品にもまた、「家」と

「私」というふたつの意識がその根底に流れています。もっとも、「家」と「私」は明確に区分できるも

のではなく、「家」のなかの「私」、あるいは「私」のなかの「家」があり、淡水と鹹水が混ざり合う汽

水域のように、「家」と「私」とが交錯する独自の価値観のもと、このコレクションは形成されていきま

した。

本展は、住友春翠の没後100年を記念し、春翠が関心を寄せた近代美術を紹介するものです。同時代を生

きた作り手たちとの交流を通じて、春翠が何をまなざし、何を求めたのか。本展では、春翠と作品とのめ

ぐり合わせ（＝仕合せ）を時系列順に辿りながら、その美意識を見つめなおすとともに、収集の背景や時

代性といった視点からコレクション形成史を再考する機会とします。

《基本情報》

展覧会名 特別展 没後100年記念 住友春翠—仕合せの住友近代美術コレクション

会 期 2026年10月31日(土)～12月20日(日) ＊会期中展示替えあり

前期：10月31日(土)～11月23日(月･祝)、後期：11月25日(水)～12月20日(日）

開館時間 10:00～17:00 ※入館は閉館の30分前まで

休  館  日 月曜日、11月24日(火)（11月23日は開館）

入  館  料 一般1,200円（ 1,000円） 、学生800円（ 700円） 、18歳以下無料

※学生・18歳以下のかたは証明書のご呈示が必要です

※20名様以上の団体は( )内の割引料金

※障がい者手帳等ご呈示の方はご本人および同伴者１名まで無料

※ブロンズギャラリーもご覧いただけます

会 場  泉屋博古館

〒606-8431 京都市左京区鹿ヶ谷下宮ノ前町24 075-771-6411

    主 催 公益財団法人泉屋博古館、日本経済新聞社、京都新聞

 後 援 京都市、京都市教育委員会、京都市内博物館施設連絡協議会、

公益社団法人京都市観光協会、NHK京都放送局



《本展のみどころ》

１ 近代美術コレクションの代表作と、再会するコレクションたち

２ クロニクルで魅せるコレクションの軌跡

３ 同時代作家たちとの交流

藤島武二《幸ある朝》
明治41年（1908）
泉屋博古館東京

上島鳳山
《十二ヵ月美人》のうち
「九月 菊花」
明治42年（1909）
泉屋博古館東京
＊前期展示

板谷波山
《葆光彩磁珍果文花瓶》
重要文化財
大正6年（1917）
泉屋博古館東京

洋画家・鹿子木孟郎（かのこぎたけしろう）のパリ留学費用

の資金援助に代表されるように、春翠は美術の庇護者と

して積極的に同時代の作家や美術団体を支援しました。

また春翠が嗜んだ茶の湯を通じた交流、あるいは自ら筆

を執り、気心の知れた画家とともに席画に興じるなど、

春翠は作家とパトロンの垣根を超え、同時代の作家と親

しく交流を結んでいます。展覧会では、春翠が買い求め

た作品をご覧いただくとともに春翠と作家のエピソード

を紹介します。

本展は、春翠の経歴と作品購入の歴史を時系列順に紹介

します。新しい試みとして、会場の壁面には年表のよう

に各年の出来事を掲示し、またその事蹟と紐づくかたち

でコレクション形成の諸相をご紹介します。春翠の足跡

と収集の軌跡を歩きながらたどることができる展示を目

指します。

春翠の好みはしばしば「典雅清淡」と称されますが、確

かに現在遺されている作品の数々は格調高く、そして清

らかな趣をたたえています。本展では日本画や洋画、そ

して工芸まで、春翠のもとに集まった当代美術を一挙公

開し、作品を通じてその美意識の在りかをご覧いただき

ます。また当時、関連会社や個人への寄贈により、春翠

は自身が収蔵した作品の一部を手放しています。本展で

は、住友が旧蔵した作品を併せてご紹介し、当時の収集

について復原的に検証します。



《展示構成》

第1章 ノブレス・オブリージュの目覚め 明治25～36年、28～39歳

クロード・モネ
《モンソー公園》1876年 
泉屋博古館東京
＊後期展示

住友春翠（幼名・隆麿）は、元治元年（1864）、清華家（せいがけ）の徳大寺家の第五子として生ま

れました。幼少より漢籍や国書を学び、茶事・能楽・詠歌を嗜む父公純（きんいと）のもとで公家とし

ての教養を身につけ、また徳大寺家出入りの絵師・畑綱之（はた つなゆき）から絵手本を与えられるな

ど、美術にも親しんで育ちました。

父の死後、学習院で学んだのち、明治25年に住友家に婿養子として入家、翌年に家督を相続して

います。春翠は当時住友家が抱えていた重要課題に取り組む一方、明治30年には約8か月に及ぶ欧米

視察を行い、欧米諸国における企業経営の実態や実業家による社会貢献の在り方を目撃しています。

帰国後は社会貢献への意識を深め、明治36年には第5回内国勧業博覧会の協賛会会長・評議員として

博覧会の成功に尽力しています。

こうした活動と並行して美術収集にも力を注ぎ、日本画では田能村直入（たのむらちょくにゅう）、村

田香谷、橋本雅邦といった当時の重鎮作家らの作品を購入し、洋画では兄・西園寺公望の助言を受け

て黒田清輝や山本芳翠を支援したほか、欧米視察の際にはモネの作品を購入しました。また博覧会を

契機に当代工芸品の収集も進め、これらは明治36年に竣工した須磨別邸を飾ることになりました。

畑仙齢《塔之図》
明治時代（19世紀）
泉屋博古館東京

参考図版
住友家須磨別邸（昭和20年焼失）



第2章 フィランソロピーの実践  明治37年～大正4年、40～51歳

安藤重兵衛《銀七宝孔雀尾花瓶》
明治36年（1903）
泉屋博古館東京

尾竹竹坡《九冠鳥》
明治45年（1912）泉屋博古館東京

明治36年に須磨別邸を建設した春翠は、続いて約280年にわたり住友家の本邸であった鰻谷邸に代

わる新たな本邸の建設に着手しました。大阪・茶臼山に築かれたこの邸宅は、春翠自らが建設現場に

足を運び細部まで指示を与えるなど特別な意を注いだもので、大正4年に住宅部分がほぼ完成し、寛

永13年以来の本邸がここへ移されました。この築邸は春翠の美術収集にも影響を与え、近代和風建

築を飾るにふさわしい作品が選ばれていきました。

一方、欧米視察の際にシカゴの実業家マーシャル・フィールドの美術館寄付に感銘を受けた春翠は、

大阪図書館（現・大阪府中之島図書館）の建設費や図書購入基金を寄付しています。さらに大阪美術

館の設置を構想し、美術館への寄贈を見据えて、明治42年から大正3年にかけて文展や巽画会（たつみ

がかい）などの展覧会出品作を集中的に購入しています。この時期の収集は、邸宅を飾る調度としての

側面に加え、画家の支援や社会への文化的還元を志向した点に特徴があります。

迎田秋悦《秋草蒔絵硯箱》
大正時代・20世紀
泉屋博古館東京
＊前期展示

参考図版
住友家茶臼山本邸（当時）



山田秋坪《柘榴花白鸚鵡図》
大正9年（1920）
泉屋博古館東京
＊後期展示

住友春翠、伊藤陶山、
山田秋坪、渡辺花仙、
井口邨僊
《白磁四君子画花瓶》
大正6～9年頃（c.1917～20）
泉屋博古館東京

宮川香山
《菊花形藤花図壺》
明治39年（1906）
泉屋博古館東京
＊前期展示

第3章 「家」と「私」を貫くもの 大正5年～大正15年、52～63歳

大正4年に本邸の移転を終えた茶臼山邸は、その後も洋館の増築などが進められ、大正8年によう

やく全体が完成しました。しかしそのわずか2年後、春翠は美術館建設を条件に茶臼山の敷地を大阪

市へ寄付することになります。これは周辺環境の変化に加え、大阪市が美術館用地を求めていた事

情によるものであり、なによりも大阪に美術館を設けることは春翠の長年の願いでした。

この時期には展覧会での作品購入が次第に減少していき、春翠は信頼する作家たちとの交流を深

めています。とくに茶臼山邸の建具一切を手がけた表具師・井口邨僊（そんせん）（井口古今堂（こきん

どう）三代目）の取り次ぎにより、望月玉渓（ぎょっけい）や上田耕甫（こうほ）ら「古今堂ネットワー

ク」の画家の作品が多く収集されるようになります。床の間に映える瀟洒（しょうしゃ）で典雅な作風

は、春翠の美意識にかなうものであり、また彼らは賓客の前で即興の席画を揮うなど重用された画

家でした。晩年の春翠は自らも書画を嗜みながら作家と文雅の交わりを結び、その交流のなかで集

められた作品には、「家」と「私」の意識をあわせ持つ春翠の姿が色濃く表れています。



《貸出可能画像・キャプション一覧》

画像ダウンロード（ARTPR）URL：https://www.artpr.jp/senoku-kyoto/shunsui100th

《お問い合わせ先》  QRコードはこちら▷▷

泉屋博古館

展覧会担当：椎野晃史（泉屋博古館東京 主任学芸員）

広報担当：坂井さおり TEL:075-771-6411 FAX:075-771-6099   E-mail : pr-kyoto@sen-oku.or.jp

（左隻） （右隻）
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